
プルトニウム発電の恐怖２
−フクシマの過ちを繰り返さないために

小林圭二（元京大助教）・西尾漠（原子力資料情報室）編著  1600 円
普通の原子炉でプルトニウムを燃やす危険性と、狙われる現地か
らの報告。福島第１原発３号炉でプルサーマル実施中！

原発ゴミは「負の遺産」
−最終処分場のゆくえ３

西尾漠（原子力資料情報室）・末田一秀編著　1200 円
原発から出る放射能ゴミをどうするのか。高レベル放射性廃棄
物の危険性と、現地から現状、問題点を明らかにする。

関東大震災時の朝鮮人虐殺とその後
−虐殺の国家責任と民衆責任

山田昭次（立教大学名誉教授）著　2200 円
関東大震災時の朝鮮人虐殺に関して新史料を元に国家責任、民
衆責任を問う。旧版の増補大改訂版。

再処理工場と放射能被ばく
−下北「核」半島危険な賭け２

山田清彦（核燃サイクル阻止１万人原告団事務局長）著　1800 円
青森県下北半島に集中する核施設。再処理工場が稼働すれば放
射能被ばくは避けられない。危険性と白紙撤回を訴える。

1905 年韓国保護条約と植民地支配責任
−歴史学と国際法学との対話

康成銀（朝鮮大学校教授）著　3200 円
1910 年の韓国併合は韓国保護条約から始まったもの。韓国で
08年度「文化体育観光部優秀学術図書」に選定。

基地の島沖縄からの問い
−日米同盟の現在とこれから

新崎盛暉（沖縄大学名誉教授）著　1800 円
沖縄の基地進める米軍再編特措法は「麻薬とムチ」。米軍がある
ことで事故、事件が続く沖縄の情況からヤマトに問う。

植民地支配・戦争・戦後の責任
−朝鮮・中国への視点の模索

山田昭次（立教大学名誉教授）著　2400 円
日本が犯した東アジアに対する侵略と、植民地支配の遺産の清算
に悪戦苦闘した著者の戦後史を明らかにする。

「恨
はん

」三菱・廣島・日本
− 46人の韓国人徴用被爆者【韓国語版も出来】

三菱広島・元徴用工被爆者裁判を支援する会・編集　2200 円
被ばく 65年に発行。戦時中、広島・三菱重工に強制連行された
朝鮮人たちの苦難の歴史を明らかにする貴重な写真集。

怒り滾る基地の島沖縄
−嘘をつく日本政府はハブに咬まれる

山内徳信（参議院議員、元読谷村長）著　1400 円
「最低でも県外」と言われた普天間基地の辺野古への移転。しか
し、辺野古へ回帰し、現地からの怒りと訴えを続ける。

東電原発犯罪
−福島・新潟からの告発

佐藤和良 ( いわき市議）・矢部忠夫（柏崎市議）編著　1400 円
ウソとゴマカシの「安全性」。原発事故で故郷を奪い、生活を奪い、
放射能の恐怖を押しつける。これは「犯罪」です (2012.3)。


